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何もしないままで、偉業が
成し遂げられたことはない

 
 
      ＜ソング＞ 我等の生業       ＜ソングリーダー＞ 池ノ谷 敏正君

 

■ 会 長 報 告            松葉 義之君 

今月は ｢趣味職業別親睦活動月間｣ です。ロー

タリー親睦活動は共通の趣味を楽しみ、ロータリ

アンを結び付け、奉仕の機会を提供し、相互理解

を促進し、またＲＣに新会員をひきつける機会に

なります。７０年前に始まった親睦活動プログラ

ムは趣味・職業別に加えて 2001年に｢健康・医療

関係親睦活動｣ が始まり、多くのグループで活動

が繰り広げられています。『友』6月号に特集が

組まれ内容が詳しく紹介されています。また毎号

の ｢内外よろず案内｣ にはいろいろなグループの

催事の案内がされております。5 月号の｢案内｣に

はロータリーハムクラブ総会の案内が出ています

がこれも｢ロータリー親睦活動｣です。ＲＯＡＲ－

ＪＡＰＡＮと称しアマチュア無線（ハム）愛好家

が作るクラブで日常の交信を楽しむほか、毎朝の

電波例会が 7,300回を超えたと紹介されています。 

元会員の天野信直君は１９７８年創立時より所

属し活動されてきました。私も局免許保持者です。

〔ＪＡ２ＡＱＷ〕これが私のコールサインです。

子供のころ “鉱石ラジオ” に出会い、中学の頃

真空管式ラジオの組み立てに熱中したのが始まり

です。高校の時短波放送受信がきっかけで、自分 

 

の電波で仲間と話し合うアマチュア無線のことを

知りました。ハローＣＱ～ＣＱで相手を呼び出し

まったく初めての人とも親しく交信するのを傍受

しながらその魅力に取り付かれました。世界共通

の特別な用語のおかげで外国の局との交信やモー

ルス信号による交信など聞くことが出来ました。

連盟を通じて国内や外国に受信記録を送って集め

た「ＱＳＬカード」は高校生の私の宝物でした。 

免許取得後は一時忘我没頭の態、明け方まで機

械にかじり付く生活でした。電波を通じた友人も

多く出来、たのしい青春時代でした。その後結婚

を境に、また多忙と相まって自然に遠ざかり、た

まに友人の局から発信する程度になっています。 

IT の発達や携帯電話の普及によりアマチュア

無線の興味が薄れた感がありますが、共通の技術

や関心を持つ不特定の方と交信し友人になれるハ

ムの世界はまた特別です。藤枝市でも消防団の団

員を中心にクラブを結成、活動しています。災害

時等には頼もしい手段と期待しています。 

戦後 10 余年、高度成長前で部品の調達に苦労

しました。秋葉原のジャンク街で部品を漁って歩

いたことを懐かしく思い出します。お酒やゴルフ

を少し抑えてハムの世界に復帰をと考えています。
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■ 幹 事 報 告        村松 英昭君 

2003～2004 年度地区会員増強セミナーのご

案内が届いています。 

● 

● 

● 

IM 基調講演小冊子進呈挨拶文が届いていま

す。 

藤枝市民吹奏楽団の第 23 回定期演奏会のご

案内が届いています。 

■ 出 席 報 告            平田 宗太郎君 

本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

32／46 69.57％ 35／46 76.09％ 

(1) 欠席者（事前連絡とメーキャップをそうぞ） 

○浅川君 ○大塚君 ○仲田廣君 ○松葉義君 

○池谷君 ○村松弘君 ○望月晃君 ○望月志君 

○鈴木廣君 ○松葉隆君 板倉君 鈴木舜君 

平君 仲田晃君 

(2) メーキャップ者 

小林治助君（藤枝南） 

■ ス マ イ ル ＢＯＸ   小宮 弘一郎君 

6年生まれ、72才会員誕生祝  平井 実君 ● 

● 

● 

● 

御蔭で 69 回目の誕生日を迎えることができ

ました。           竹田 勲君 

会社設立 15 周年。静岡の別会社設立以来 15

年目です。良く今迄運営出来ました。我なが

ら感心しております。     桜井富郎君 

卓話者石川太久冶様よりニコニコを戴きまし

た。 

スマイル累計額  １,００６,６２８円 

■ 卓 話    〔 元気のある企業 〕 
株式会社 石川木材 
石川太久冶 社長 
父の跡を継いで製材

という仕事に入り、そ

の後、製材から建築へ

シフトさせました。 

しかし、製品（木材）が売れなくなってきまし

た。その頃の私は、自信を持って奨められる自分

の“ブランド”がなく悩んでいましたし、当然受

注も落ち込みました。そんな時出会ったのが、葉

枯らしをさせた天竜材でした。葉枯らしとは、伐

採後、枝葉を付けたまま乾燥させることです。葉

枯らしさせると水分が抜ける分、軽く運搬が容易

になり、木の狂い（反り、ゆがみ）が落ち着きま

す。その他、木材腐食の原因菌が付きにくくなる

メリットがあります。 

「山が荒れている」とよく云われます。外材に

押され、相場が低迷。伐採・出荷を急ぐ今の状況

が荒廃に拍車をかけています。我々、製材業者の

死活問題です。 

昨年、県内 5社が集まって「ＴＳ（天竜材）ド

ライ」というグループを結成しました。今の状況

を何とかしなくては、との思いで、流通から変え

た新システムを開始しました。基本方針は、①天

竜川流域以外の木は使わない。②樹齢 70 年以上

の木材だけ使用。③葉枯らしを 3ヶ月以上。尚且

つ製材してからも充分熟成（乾燥）など出荷が遅

れ資金的にも大変です。しかし、消費者に自信を

持って奨めることのできる商品を提供するには妥

協できない点です。 

又、流通経路も見直しました。山元の意欲を取

り戻すため、まず山元への利益となる分を先に計

算、流通経路を省く事により、一般の流通と変わ

らない価格で消費者に提供できるようにしました。 

今後の事業展開は、私達の木材に対する思いを

もっと知ってもらいたい。 

事実、顧客の中には、県外の施主さんも多いの

で、もっともっと地元の方に、県内産の天竜杉の

良さを知ってもらうように努力していきたいと思

います。                        

（担当／平井） 
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